
授業科目 リハビリテーション概論

担 当 者 大西環・大根茂夫・川畑武義・福田信二郎・井上直哉	 （オムニバス）

専攻（科）
言語聴覚専攻科 学　　年 １年 総単位数 １単位

開講時期 前期 選択・必修 必修

■ 授業目的・内容

・リハビリテーションの概要についての講義と言語聴覚障害の方との対話会を行う。

■ 到 達 目 標

・�リハビリテーションの考え方について知る。言語聴覚障害者とのコミュニケーションについて理解を深
め、コミュニケーションに関する自己の課題を知る。言語聴覚障害の方との対話を通じて、リハビリテー
ションへの取り組みや生活の実際を知る。

■ 授 業 計 画

第１回　�リハビリテーションとは
　　　　�リハビリテーションの考え方とその概要
第２回　�対話会の実施にあたって
　　　　�対話会の意義と取り組むべき課題について
第３回　�第１回　言語聴覚障害の方との対話会（対話）
第４回　�第１回　言語聴覚障害の方との対話会（振り返り）
第５回　�第１回　言語聴覚障害の方との対話会（レポート作成及びフィードバック）
第６回　�第２回　言語聴覚障害の方との対話会（対話）
第７回　�第２回　言語聴覚障害の方との対話会（振り返り）
第８回　�第２回　言語聴覚障害の方との対話会（レポート作成及びフィードバック）

■ 評 価 方 法

レポート100％

■ 授業時間外の学習（予習・復習等）について

・グループで対話会の準備を行う。また、終了後は対話会のビデオを見ながらレポートを作成する。
・参加される方の時代背景（戦前・戦後、それ以降）について調べておくこと。

■ 教 科 書

　

■ 参 考 図 書

　

■ 留 意 事 項

新型コロナウィルス感染症対策や不測の事態（災害等）が発生した際、遠隔授業による授業運営に変更す
る場合がある。また、新型コロナウィルス感染症の感染状況や入構禁止等の措置を講じた場合は、評価方
法を変更することがあり、評価方法を変更する場合には、講義支援システム（Moodle）を通じて周知する。


